       社会科単元指導案                          指導者  川瀬健一・片山 真

１．分野・単元     地理的分野 ：中国とアメリカ

２．単元目標       (1)中国とアメリカの共通点と異質な点を知り、これを基にして今後の日本とこれらの諸国との関係の有り方を考える。

                   (2)課題解決学習をすすめるため、課題設定の仕方・調べ方・発表の仕方の基礎を身につける。

３．単元の指導観     近代以降の日本は、それまで以上に世界の国々との密接な関係なしには存在できない。歴史的に日本と関係の深い国々として、中国とアメリカがあげられよう。今後もこの関係は変わらないと思われるが、子どもたちの両国に関する認識は、マスメディアによって得られる一面的なものであることが予想される。両国とも日本とは違い、広い豊かな国土と豊かな資源、そして巨大な人口を抱える多民族国家であるが、その実際や抱える悩みは多様である。中国とアメリカをいくつかの項目について比較し、両者の共通点と異質な点を浮き彫りにし、日本とは違った特色を持った国の実際を知るとともに、今後の日本と両国の関係の有り方について考えるきっかけとしたい。

４．指導計画

時
活動内容
具体的な学習内容

１
課題の設定
・日本とはどのような国か

　　資源・産業・貿易という観点から見るとどのような特徴を　　　　　持っているかを資料に基づいて考える。

・日本と長い間関係の深い国はどこか

・中国とアメリカの特徴を考える（既得の智識を基に）

２
中国とアメリカのおおまかな特徴を知る
・自然環境、人々の暮らし、産業の分布など

３
調査項目分担
・各項目を１班分担し、それぞれ中国、アメリカを調べてその共通点と異質な点を明らかにする。

①人口と民族構成（どんな人々が住んでいるか）

②主な農産物と農業

③主な地下資源と鉱業

④主な工業製品と工業

⑤軍事力と科学技術

⑥主な輸出・輸入品とその相手国

４～８
調査と発表準備
・資料を調査しまとめる

・発表の確認や発表練習などを行う。

９～１０
発表会
・1時間に３班の発表と討論を行う。

・発表は発表プリントにまとめ、両国の共通点と異質な点が明らかになるように注意する。

１１
テーマ討論（班）
・「日本は今後、中国・アメリカのどちらとより関係を深めるべきか」について各班の態度を決め全体での討論の準備を行う。

１２
テーマ討論（ディベート）
中国派・アメリカ派に分かれて今後の日本と両国の関係について討論。

１３
まとめ


５．評価規準

関心・意欲・態度
社会的な思考・判断
資料活用の技能・表現
知識・理解

 調査活動や討論に積極的に取り組み、自分の課題を明らかにできたか
中国とアメリカの共通点と違いをつかんだうえで、課題について自分の考えを展開できたか
  課題解決に必要な資料を選択したり効果的に利用し、発表することができる。


中国とアメリカのそれぞれの特徴をつかめたか

           社会科学習指導案                                  指導者  川瀬健一・片山 真

「中国とアメリカ」①        課題設定（導入①）
１．本時の目標     （１）日本は外国との関係なしでは成り立たない国であることを学ぶ。

                   （２）日本と歴史的に関係の深い国として中国とアメリカがあることを知りその歴史を知る。

　　　　　　　　　　（３）両国と日本との関係に変化が生まれていることを知る

２．本時の指導観    戦後アメリカ一辺倒だった日本の国際関係は今日大きな転機を迎えている。アメリカはパートナーからライバルへと変わり、中国は緊密なパートナーになることを求めている。日本の国際関係の歴史を振り返りつつ、日本という国の特色をつかませ、今後の中国・アメリカとの関係のありかたを考えるという課題を認識させたい。その際、歴史や中国・アメリカについての既得の智識を総合しながら、この課題に迫れるよう、注意したい。

３．指導過程

学習内容
生徒の活動
教師の指導・支援

日本ってどんな国

中国ってどんな国

アメリカってどんな国

テーマについて
・既得の智識を使い知っていることをあげる

各自の意見を発表する

・既得の知識を使って中国について知っていることをあげる

既得の知識を使いアメリカについて知っていることをあげる

説明を聞く
外国とのつながりが不可欠であることに注意する

植民地であったことに留意する

地図帳ｐ117の資料を提示し両国の貿易関係に着目させる

両国と日本との関係に変化が生じ今後の選択が求められていることに注意

４本時の評価

関心・意欲・態度


資料活用の技能・表現


知識・理解
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「中国とアメリカ」②        課題設定（導入②）
１．本時の目標     （１）日本・中国・アメリカを比較することで３国の概略をつかむ。

                   （２）面積・人口・自然環境・主な産物などについて各国の概略を知り、相互の類似点と異質な点をおおまかにつかむ。

２．本時の指導観    日本・中国・アメリカは相互に関係の深い国であるが互いに大きく異なった特徴を持つ国である。面積・人口・自然環境・主な産物などについて資料で比較することを通じて、中国やアメリカが日本に比べて巨大な国であることを実感すると共に、さまざまな共通点があることにも気づかせ、３ヶ国の関係を考える基礎的智識をつかませたい。

３．指導過程

学習内容
生徒の活動
教師の指導・支援

人口を比べよう

面積を比べよう

自然環境を比べよう

主な産物と世界に占める地位を比べよう


各国の人口を予測し、地図帳ｐ122～123をつかって確かめる。

地図帳ｐ１・122をつかい比較する

地図帳ｐ７をつかい比較する

地図帳ｐ125をつかい比較する

以上の資料を使って気づいたことをまとめる


地図で大きさの比を予測させると良い

地図帳ｐ17･18･51参照



４本時の評価

関心・意欲・態度


資料活用の技能・表現


知識・理解


　　　中国と日本ってどんなつながりがあったの？





　　　　　各国の最大の平野の大きさを比べてみよう





　　　アメリカと中国とはどんな共通点がある？





　　　アメリカと日本ってどんなつながりがあるの？





　　　　　　　日本と関係の深い国はどこ？





　　　　　各国の人々の主食は何だと思う？





　　　各国の人口密度はどれくらい違うだろう








